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な被害を受けた。この時発生したダム流木 処理については、景観・環境局が担当しており、当初は流木処理に限定して調査等 進められ、その一部として流木のバイオマス利用が位置づけられていた。 かし、第一の目的である台風被害か の「地域復興」のためには基幹産業である林業の振興が不可欠であり、それなしにバイオマスの利用は進まず、ましてや地域の為にもならないということがはっきり きた。奈良県の森林のほ んどが南部の過疎地
にあるの




物も不可欠だ。それを支えているのはどこの誰で、どんな状況下にあるか。学生さんに 、そういった部分に関する政策についてもしっかり考えてもらいたいと思う」 。 奈良県
の林業やバイ










































































































初めて立ち上げ、 「せっけん運動」 （家庭から出る廃食油を回収して せっけんへリサイクルする運動）に取り組む。しかし、その後「無リンの合成洗剤」の普及に伴い、せっけん 使
用量
低下が生じ、これに代わる廃食油の新しいリサイクルの仕組みを模索し いた。そんな中出会ったのが、美しい菜の花畑の広がるドイツでナタネ油を燃料と て車が走っている光景だった。日本でもナタネを原料として、 「バイオディーゼル燃料化」ができないものか。藤井さんと地域の挑戦がスタートした。
 
現在、休耕田を利用して作られた菜の花は、






































けではなく、日本全国で同 多発的に行えば、政治や行政は目を向けてくれる。 」 と藤井さんは主張する。実際に現時点で、菜の花プロジェクトは全都道府県を網羅し、一六〇か所以上 まで広がった。そしてネットワークのさらな
る拡
大を目指して年に一回、菜の花サミットや全国菜の花学会を継続して開催し、若い人たちも参加できるイベン が開催されている。また、行政や政治の力も取り込む めに、藤井さんは












かり。固有名詞 使って地域を語れる市民は、私以外にいなかった。だからこそ、 『愛東』 、
『菜















いません。菜の花がどれだけの量の石油を代替するかではなく、意識の問題 す。菜 花に着目する地域 あれば お日様も風も水もすべてを使おうと努力する。菜の花は地域の意識を変える一手段です。何より、 の咲く景色きれいでしょう。この景色を子供たち 世代に残したいと思うわけです。 」
 
 
菜の花プロジェクトを「小さな地域の資源循
環に過ぎない」とみるか。それとも、 「国をも巻き込む市民運動の端
緒」とみるか。そこに可能
性を見出す視点こそが、プロジェクトを大きくもし、小さくもする。今、日本各地で生ま ているエネルギー問題への関心の芽を、大事にしていかねばならない。
（文責
 高椋草美）
 
